
【調査報告書の見方６】 

 調査報告書は、企業の与信管理を行う上で参考となる資料です。既往の業績・収益状

況の概要を知る上で必要なデータが掲載されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・最近の平均収益状況とその内容についてのコメント、収益状況グラフが掲載されて

います。 

・調査対象企業の直近の収益状況を把握する上で重要な部分です。事業規模や取扱商

品、経営手法などによって変化しますが、平均的な売上総利益(粗利)率は、製造業

で 22～25％、卸売業で 25％、小売業で 35～40％内外です。ただ、製造業の場合は

自社製品中心かＯＥＭ中心か、仕入完成品の取り扱いの有無など、卸売業の場合は

輸入商品(コンテナ)中心か国内商品中心か、販売先が大手中心か中小中心か(特に

百貨店中心の場合マネキンの有無で粗利が変化します)など、小売業の場合有店舗

か無店舗かなどによって大きく変化します。 

・大切な点は、営業利益の段階で通常は 5％程度の利益を確保しておく必要があり、

その利益捻出が本業で確実になされているかどうか確認する必要があります。 

・直近の業績と判明してい

る過去 3 期以上の売上

高と利益状況、1人当た

りの月間売上高、及びそ

の背景についてのコメ

ントと業績推移グラフ

を掲載しています。 

・売上や利益動向をチェッ

クすることで、将来性や

安定性を判断すること

ができます。 

・また、事業規模などによ

って変化しますが、1人

当たりの平均売上高は、

製造業で 200万円内外、

卸売業で 400万円内外、

小売業で 300 万円内外

が目安となります。 

・コメントを精読すること

で、売上や利益の変化に

ついて、その要因を把握

することができます。 


